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京都外 、科集談会 30l 
に近く，か、る組織を有する患者は保存的化学療法の
限界外にあると考えられる．従ってか、る組織を有す
る患者には病巣廓清術の適応がたかく評価されるべき
であろう．
I) 手術例分類（計43例）
脊椎カリエス16例．股関節結核13例．仙腸関節結核
l例．腰椎淋巴腺結核2例．胸囲結核2例．風車車l
例．足関節結核2例．膝関節結核5例．肩関節結核
1例．
2) 測定材料分類（計78箇）
肉芽組織36.乾酪性物質I！.腐骨10.椎間板3.癒痕6.
冷膿3.関節軟骨！.骨髄3.関節活差出液！.醸膿膜！.半
月板！.関節褒2.
質問 外科E 石上浩一
門外漢で愚問かもしれませんがp 骨関節結核のス ト
レプトマイシン療法で，骨髄炎のペニシリン療法の様
に，病気の重篤度又は進展度で外科的療法と化学療法
の占める位置がかわることはないでせうか．
答 近藤茂
I) akute Stadiumには化学療法が有効であろう
事は図示症例の synovialeFormのものに示した．
grundlichには同様の考え方でよいのではないかと思
う．
仙小l脳橋角部の Cholesteatoma
京大外科I 伊藤 隆
左の小脳橋角部に発生し，略小脳の左半分を占めて
いた Cholesteatomを経験したので報告しp 若干の
考察を加えた．
患者は29才の女子ー約11年前よりp 徐々に頭痛及び
1 Winkelsyndromを来たした． 手術時に特徴ある
真珠様光沢を有する Kapselを発見， Kapselの一部
を除いては，略完全に刻出した．第8脳神経は，腫癒
とは直接の関係がなかった．術後経過は良好にて， 23
日目に軽快退院した．
回発病後ll年を経過せる慢性腸重積症の
l例
京大外科E 劉 楓橋
知丙後1年もの経過を辿った慢性腸重積症は文献で
も余り報告されていないのでP 今回 1治験例を得たの
で報告した.11才の男子でp 弥蔓性腹部膨隆及び唱吐
そ主訴として来院じたちので，生後8h月頃に腸閉塞
f症に濯患したが全身状態不良で手術不能と言はれ，姑
息、的療法の紡泉危険状態を脱し得たもの．その頃より
少しづっ腹部膨隆志：認められ今日に到ったものであ
る.X線像 （経紅門造影剤l注入〉 で先天性上行結腸巨
大症と疑はれたが，開腹の結果廻盲部腸重積症である
ことがわかり3 上行結腸巨大症と忌はれたのはp 慢性
腸狭窄の結果，腸管拡張p 壁肥厚を来した廻腸終末部
であった.Hutchinson氏手技による重積解離術不能
の為p 重積部を中心に錫切除術を行いp 端端縫合を行
なった．三筒性の重積症で進入筒と退出筒は壊死肥厚
を来し， 前筒聞は肥厚器質化している．管腔は極度に
狭くなっている．生後8ヵ月頃の急性腸重積症が慢性
に経過したものであるのを確め得た．
t3) 肺膿疹を合併した肝膿療の 1治験例
神戸中央市民病院外科
渡辺三喜男 ・掘出礼二
46才の男に再三再発を繰返しp 肺膿疹を合併した肝
膿疹のl例を2度の切開排E塁手術とテラマイシン吸入F
ヱメチン注射により治癒せしめたので報告します．本
底、者は発病3年前にアメーパー赤痢に擢患した事があ
り，叉弧在性膿蕩でありp 践がチヨコレート色を呈し
て居た事，手術時所見より胆嚢炎よりの続発が否定さ
れる事よ りアメパー性膿疹であったと恩われます．肺
機揚が右下業に発生したことは血行性転移の他リ ンノf
行性転移が考えられるのではないか．第2回他病院で
行はれた胆刻は無意義であったと考える．
凶 先天性肝タト胆道崎型の3例
京大外科E
鈴木博・ 芳村勝夫・神藤昭男
最近経験した肝外胆道崎型の3例を報告する．
症例lは 9カ月の女児，症例2は5カ月の女児P症
例3は3カ月の女児で何れも灰白使と黄aを主訴とす
るもので症例II叫制旦管が十二指腸側で閉塞している
ために小児頭大に膨大しており総胆管胃吻合術を行っ
た．症例2は総胆管の末梢侭！に閉塞があり1創E管閉塞
部を鈍的に関口させた．症例3は胆嚢p 胆管を全〈欠
き，肝十二指腸吻合術を行った．症例Iと2は術後間
もなく死亡したがp 症例3は術後賞a指数の減少をみ
て，胆道形成術の成功を恩わせたが腹膜炎を続発して
死亡した．
